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2022年1月、ある独立系調査会社が、無作為に選んだ1,000名のITリーダーを対象に、自社環境にランサムウェアが及ぼした影響、
およびそれに対する修復手段と将来を見据えた戦略について調査を実施しました。回答者の役職は、最高情報セキュリティ責任者

（CISO）、セキュリティプロフェッショナル、バックアップ管理者、IT運用の4種類で、アジア太平洋、欧州、中東およびアフリカ、南北アメリ
カの16の国のさまざまな規模の組織を代表しています。アジア太平洋地域からも200人が参加しました。

ランサムウェア・トレンド・レポート
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詳細はこちら：www.veeam.com/jp
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スにリストアを行った組織の 
割合

安全なバックアップは企業の最終防衛線
ランサムウェアは、1件あたり200万ドル（米国）近くもの被害を及ぼす災害です。 
Veeam®は、安全なバックアップは、ランサムウェア攻撃に対抗する企業の最終防
衛線であると考えています。Veeamのソフトウェアは安全設計。独自ハードウェア
のロックインもないので、オンプレミス、クラウドを問わず、現在ご利用中のアー 
キテクチャとも機能します。信頼できるバックアップがあれば、ダウンタイムやデータ 
消失に違いが生まれ、高額な身代金を払う必要もなくなります。

レポート全文のダウンロードはこちら

https://www.veeam.com/jp
https://www.veeam.com/jp/wp-veeam-ransomware-trends-executive-brief-2022-apj.html

